
 

 

 

 

2023年 9月 29日 

 

株式会社  ライフレとの  

ポジティブ・インパクト・ファイナンスの契約締結について  

 

岐阜信用金庫（理事長 好岡 政宏）は、持続可能な社会への貢献を共に実現するため、 

株式会社 ライフレ（代表取締役 林 伴佳）と、「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」

の契約を締結いたしましたのでお知らせします。 

 

岐阜信用金庫は、引き続き、地域金融機関としての責任を果たし、ポジティブ・インパク

ト・ファイナンスの普及と持続可能な社会を実現するために、お客さまの目標にあわせたサ

ポートを行い、ポジティブな社会的、環境的、経済的なインパクトの実現に積極的に取り組

んでいきます。 

記 

【契約内容】 

融 資 金 額 110百万円 

期     間 7年 

資 金 使 途 事業資金 

【企業概要】 

発行企業名 株式会社 ライフレ 

所 在 地 岐阜県岐阜市菅生 7 丁目 2番 19号 

代 表 者 林 伴佳 

事 業 内 容 フィットネスジム運営 

資 本 金 4百万円 

設   立 2018年 5月 16日 

第三者評価機関 
株式会社 格付投資情報センター 

評価レポート：https://www.r-i.co.jp/rating/esg/index.html 

 

以 上 
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岐阜信用金庫は、株式会社ライフレ（以下、「ライフレ」）に対してポジティブインパクトファイナン

ス（以下、「PIF」）を実施するにあたって、同社の事業活動が環境・社会・経済に及ぼすインパ

クト（ポジティブインパクトおよびネガティブインパクト）を分析・評価した。この分析・評価は、国連

環境計画金融イニシアティブ（UNEP FI）が提唱した PIF 原則および PIF 実施ガイド（モデ

ル・フレームワーク）、ESG 金融ハイレベル・パネルにおいてポジティブインパクトファイナンスタスクフ

ォースがまとめた「インパクトファイナンスの基本的考え方」に則ったうえで、岐阜信用金庫が開発し

た評価体系に基づいている。 
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1．事業概要 

(1)企業概要 

同社は岐阜県、愛知県および三重県において FIT-EASY（フィットイージー）のフランチャイジー

として 24 時間アミューズメント型フィットネスジムを 8 店舗運営しており、人々の健康の維持・増

進に貢献している。 

同社は人々の運動習慣定着化・健康寿命の向上ひいては超高齢社会における医療費・介護

費の抑制に向けてセルフマネジメントの概念の普及に取り組んでいる。 

「長期的かつ日常的に身体を動かすことがお客様のライフスタイルとなる」ことを目指し、ジム会員と

ともに健康とフィットネスを追求し、多様なトレーニングニーズに応える施設と情報を提供している。 

 

企業名 株式会社ライフレ 

本社所在地 岐阜県岐阜市菅生 7 丁目 2-19 

代表者 代表取締役 林 伴佳 

資本金 4,000,000 円 

売上高 3 億 4 千万円（2023 年 4 月期） 

設立 2018 年 5 月 

事業内容 フィットネスジム運営 

従業員数 84 名（2023 年 8 月現在） 

 

(2)沿革 

2018 年 9 月 法人設立 

FIT-EASY 岐阜島店開業 

2018 年 12 月 FIT-EASY 千音寺店開業 

2019 年 6 月 FIT-EASY 桑名店開業 

2020 年 1 月 FIT-EASY 桑名新西方店開業 

2020 年 11 月 FIT-EASY 蟹江店開業 

2020 年 12 月 FIT-EASY 鷺山店開業 

2023 年 4 月 FIT-EASY あま店開業 

2023 年 8 月 FIT-EASY あま七宝店開業 
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(3)経営理念 

 

 (4)組織体制 

 

(5)店舗体制  

  

　・千音寺店 　・桑名店

　・蟹江店 　・桑名新西方店

　・あま店

　・あま七宝店

代表取締役

統括マネージャー

愛知エリア

マネージャー

三重エリア

マネージャー

岐阜エリア

マネージャー

　・岐阜島店

　・鷺山店

鷺山店 

岐阜島店 

あま店 

千音寺店 

あま七宝店

蟹江店 

桑名店 

桑名新西方店 
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【店舗外観】 【店舗名】 【ウエイトトレーニング以外】 

 

岐阜島店 ・なし 

 

鷺山店 
 

(1)ゴルフ（2）タンニングマシン 

(3)体成分分析装置インボディ（4）水素水 

 

千音寺店 
  

(1)スタジオ（2）タンニングマシン 

(3)体成分分析装置インボディ 

 

蟹江店 
 

(1)スタジオ（2）タンニングマシン 

(3)水素水 

 

あま店  
(1)ゴルフ（2）タンニングマシン (3)水素水 

 

あま 

七宝店 

 
(1)ゴルフ（2）タンニングマシン (3)水素水 

(4)セルフエステ（5）サウナ (6)ラウンジ 

 

桑名店 ・なし 

 

桑名 

新西方店 

 
(1)ゴルフ（2）タンニングマシン  

(3) 体成分分析装置インボディ 

(4)スタジオ（5）水素水 (6)セルフエステ 
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2．サステナビリティ 

(1)社会貢献に資する取り組み 

同社は岐阜県、愛知県、三重県の 3 県にわたり「FIT-EASY」フランチャイズ店舗となるフィットネ

スジムを運営し、利用者が楽しみながら身体づくりに励むことのできる環境提供を通じて地域にお

ける健康増進支援に日々取り組んでいる。 

具体的な取り組み内容は下記の通りである。 

・年中無休 24 時間営業のフィットネスジム 8 店舗の展開を通じた、利用者が利用したいタイミン

グで利用できるフィットネス環境の提供 

・ジム会員の店舗間相互利用による利便性の向上を通じた会員の利用率向上、健康増進への

貢献 

・店舗周辺環境を考慮した出店戦略、店舗別の提供サービス選択による会員の利用率向上、

健康増進への貢献 

・独自の店舗運営マニュアルによる徹底した日々の店舗清掃を通じた清潔で利用しやすい店舗

づくり 

・SNS などを通じた健康や運動に関する正しい知識（ヘルスリテラシー）の発信 

・店舗近隣の清掃活動実施を通じた地域社会への貢献 

 

(2)環境に資する取り組み 

年中無休 24 時間営業のフィットネスジムの多店舗展開において、省資源化、省エネルギーの推

進、大気汚染物質排出抑制等、環境へ配慮した運営に積極的に取り組んでいる。 

具体的な取り組み内容は下記の通りである。 

・各施設内照明の LED 化推進およびスタッフルーム、スタッフ用通路等の人感センサー照明採用

を通じた省エネルギー化の推進 

・店舗内空調管理の徹底を通じた利用者の快適性と過剰なエネルギー使用抑制の両立 

・リネン類については店舗内にて洗濯し再利用を実施 

・ペーパータオル等の消耗品についてはリサイクル品を選定、購入 

・社用車のハイブリット車採用による Co2 削減 
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(3)人材育成、雇用創出に資する取り組み 

同社では正社員、パート社員、アルバイト従業員と多様な人材がやりがいをもって分け隔てなく活

躍できる労働環境を整備し、複数店舗の円滑な運営につなげている。 

具体的な取り組み内容は下記の通りである。 

・FIT-EASY オフィシャルトレーナー（社内基準を満たしたトレーナー）の取得支援 

・最先端「顔認証システム」を導入し、無人運営による早朝深夜労働の廃止と残業時間の削減 

・休暇やショートタイムなどによる従業員のフレキシブルな勤務体制を実現 

・各店舗におけるオペレーション共通化を通じた店舗間異動・応援の実施 

・出勤管理アプリの活用による柔軟なシフト管理の実現 

・主婦層や学生層が働き続けやすいシフト時間帯の設定 

・アルバイトから正社員への登用制度の活用による多様な働き方支援の実現 

・店舗間移動に利用する社用車の貸与 

・従業員への福利厚生としての自社フィットネス施設の開放 

 

3．インパクトの特定 

(1)事業内容 

同社主力事業は「FIT-EASY」フランチャイズ店舗となるフィットネスジム運営であり、2018 年の創

業以来、積極的な店舗展開により現在では 8 店舗の運営へと規模を拡大している。 

年中無休 24 時間営業かつトレーニングが続けやすい低価格設定により、利用者の様々なライフ

スタイルに合わせたトレーニング環境を提供している。 

多様なトレーニングニーズに応える施設・設備と最新のトレーニングメソッドを地域一般個人に提供

していることに加え、地域法人に対しても従業員への福利厚生としての法人契約を実施している。 

1 店舗目となる「FIT-EASY 岐阜島店」は、「FIT-EASY」フランチャイズ店舗としても国内 1 店舗

目の店舗となり、同店舗立ち上げ時に「FIT-EASY」本部と共に試行錯誤しながら策定した店舗

運用オペレーション、店舗運営マニュアルは現在では全国の「FIT-EASY」フランチャイズ店舗でも

有効に活用されている。 

この店舗立ち上げ時の経験に基づく店舗運営ノウハウに加え、同社独自の SNS による会員顧客

との双方向でのコミュニケーションも同社フィットネスジム会員基盤を形成する強みとなっている。 

また、トレーニングマシンを利用するウエイトトレーニングに加えて利用者を飽きさせないように、限ら

れた店舗でラウンド型ゴルフシミュレーターを導入し、マシントレーニング以外のフィットネスも楽しめ

る環境を整備しているほか、サウナ・セルフエステマシン・タンニング設備などの導入により総合的に

利用者がボディメイクを行える環境を提供している。 
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【トレーニング設備】                   【タンニング設備】 

    
【ラウンド型ゴルフシミュレーター】           【バーチャルフィットネススタジオ】 

 

 (2)バリューチェーン分析 

インパクトの特定のため、同社主力事業である「フィットネスジム運営事業」についてバリューチェー

ン分析を実施した。 

同社は「FIT-EASY」のフランチャイジーとして年中無休 24 時間営業のフィットネスジム 8 店舗を

運営している。 

 同社のバリューチェーン図（図は同社提供資料をもとに岐阜信用金庫にて作成） 
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(3)インパクトレーダーによるマッピング 

先述のバリューチェーン分析の結果をもとに、インパクトマッピングを実施する。 

同社の事業および川上・川下の事業を国際産業標準分類（ISIC）上の業種カテゴリに適用さ

せた上、UNEP FI が提供するインパクトレーダーを用いて「ポジティブインパクト」（以下 PI）と「ネ

ガティブインパクト」（以下 NI）を想定する。 

同社の事業については「スポーツ施設運営業（ISIC:9311）」を、川上の事業については「その他機

械器具卸売業（ISIC:4659）」をそれぞれ適用し、発生するインパクトの検証を行った。 

  
 

上表のうち、川上の事業については同社事業活動が与える影響については軽微なものとなるため、分

析を省略しており、川下の事業については同社サービスの提供先が一般個人となることから分析を省

略している。 

同社の事業 「スポーツ施設運営業（ISIC:9311）」 

PI 「健康・衛生」「雇用」 

NI 「雇用」「廃棄物」 

PI NI PI NI

水

食糧

住居

健康・衛生 ○

教育

雇用 ○ ○ ○ ○

エネルギー

移動手段

情報

文化・伝統

人格と人の安全保障

正義・公正

強固な制度・平和・安定

水（質） ○

大気 ○

土壌

生物多様性と生態系サービス ○

資源効率・安全性

気候 ○

廃棄物 ○ ○

包括的で健全な経済 ○

経済収束

【9311】

スポーツ施設運営業

【4659】

その他機械器具卸売業

同社の事業

◎：主要カテゴリ　○：関連カテゴリ

川上の事業

インパクトカテゴリ

国際産業標準分類
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【社会面】 

◆「健康・衛生」 

スポーツ、フィットネスへの取り組みを通じて健康増進につながるという PI が発現する。 

同社では岐阜県、愛知県、三重県の 3 県にわたり年中無休 24 時間営業のフィットネスジム

8 店舗を展開することで、好きなときに、好きな所で、利用者好みのフィットネスを楽しむことが可

能となり、会員の健康促進とストレス軽減に寄与している。 

さらに、顔認証による入店、警備会社と連携した防犯体制など、女性でも安心・安全に 24 時

間利用できる環境を整備することで、男女問わず施設利用意欲を促進し、健康習慣への取り

組みをサポートしている。 

また、そのほかにも利用者同士のコミュニティー形成は、施設利用意欲の向上に繋がることから、

SNS 等の活用も積極的に行い、PI の拡大に貢献している。 

上記は SDG3「すべての人に健康と福祉を」に該当する。 

□「3.4：正しい生活習慣を促し、早すぎる死亡を食い止めよう」 

 

◆「雇用」 

従業員の雇用の創出という PI と、労働形態によっては労働者の健康状態が脅かされるという

NI が発現する。 

同社では働き続けやすいシフト時間帯の設定、アルバイトから正社員への登用制度の活用とい

った取り組みを通じた PI の拡大に努めており、また、顔認証システムや DX 化の導入によりアル

バイト従業員のみで店舗運営を実現できる作業マニュアルの整備・残業時間の削減など、労

働形態の改善を通じた NI の緩和に努めている。 

上記は SDG8「働きがいも経済成長も」に該当する。 

□「8.5：2030 年までに、若者や障害者を含むすべての女性と男性にとって、完全かつ生産的

な雇用と働きがいのある人間らしい仕事を実現し、同一労働同一賃金を達成する。」 

□「8.8：移住労働者、特に女性の移住労働者や不安定な雇用状態にある人々を含め、すべ

ての労働者を対象に、労働基本権を保護し安全・安心な労働環境を促進する。」 

 

【環境面】 

◆「廃棄物」 

店舗運営のなかで廃棄物が発生するという NI が発現する。 

同社ではリネン類については店舗内で洗濯し再利用しているほか、店舗で使用する消耗品に

ついてもリサイクル品を優先的に選定、使用することで NI の緩和に努めている。 

上記は SDG12「つくる責任つかう責任」に該当する。 

 □「12.5：廃棄物の発生を、３R で大幅に減らそう」 
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(4)特定したインパクト 

下図は「バリューチェーン分析」「インパクトマッピング」の結果を踏まえて、同社のバリューチェーンが

与えるインパクトを可視化したものである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上を踏まえて同社のインパクトを下記の 2 つに特定した。 

【重要なインパクト】 

「フィットネスジム多店舗展開を通じた地域健康増進への貢献」 

「社員の雇用と働きがい創出」 

  

正

の

影

響

負

の

影

響
環境負荷 労働負荷

雇用創出 地域の健康増進

SDG8

SDG8SDG12

SDG3
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① フィットネスジム多店舗展開を通じた地域健康増進への貢献 

 ・会員が利用したいタイミングで利用できるフィットネス環境の提供：SDG3 

同社では年中無休 24 時間営業のフィットネスジムを岐阜県、愛知県、三重県に展開し、出

店エリアの特性に応じて利用意欲の誘因を図るため、基本的なトレーニングマシンのほかバーチ

ャルゴルフやバーチャルフィットネススタジオといった設備を設置している。 

ジム会員が楽しみながら健康増進を図ることができる様々なサービスを提供することで、地域に

おける健康福祉の増進に貢献している。 

また、ジム会員の店舗間相互利用を可能とすることで、会員利便性の向上を通じた施設の利

用率向上につなげ、地域におけるフィットネス利用機会増加を実現している。 

今後、更なるフィットネスジムの新規出店を積極的に図っていく計画であり、同社の取り組みを

通じたフィットネス利用機会増加の対象となるエリアを拡大し、新規出店エリアにおいても地域

住民や出店エリア近辺に勤務する利用者の健康福祉の増進への貢献を強化していく。 

 

これらの取り組みを実践することで、地域健康増進体制の強化に貢献することができる。 

これらのインパクトは UNEP FI のインパクトレーダーでは「健康・衛生」のカテゴリに該当し、社会

的側面の PI を拡大すると考えられる。 

 

② 社員の雇用と働きがい創出 

・多様な人材の雇用促進：SDG8 

同社ではアルバイト従業員のみで店舗運営を実現できる作業マニュアルの整備や各店舗にお

けるオペレーションの共通化、出勤管理アプリの活用による柔軟なシフト管理、主婦層や学生

層が働き続けやすい短時間勤務・シフト時間帯の設定といった取り組みを通じて、残業時間を

限りなくゼロにした従業員のワークライフバランスの推進とフレキシブルな勤務体制を実現し、労

働環境を整備し地域の雇用創出に貢献している。 

今後、さらなる多店舗展開を図っていくにあたり新規出店エリア近辺での新規雇用者の確保を

図っていく方針であり、従業員の働き方のニーズにあわせた労働環境の継続的な整備、改善

を通じて地域雇用創出への貢献を強化していく。 

 

・資格取得サポートやキャリアプラン形成支援の充実：SDG8 

同社では従業員の FIT-EASY オフィシャルトレーナーの取得支援や、アルバイトから正社員へ

の登用制度の活用を通じて従業員のスキルアップ、キャリアアップを推進している。 

定型的（パターン）労働は、心身の負担も少ないが、労働者一人ひとりが働きがい・やりがい

を感じられるかは個人差があり、労働が単に収入を得るためだけの手段となりうる可能性がある。

同社は提案制度を新たに実施していくことで幅広い意見を従業員から聞き取り、積極的に採

用することで労働者のエンゲージメントや労働生産性向上を図る。 

今後、さらなる多店舗展開を図っていくにあたり組織力強化を図っていく必要があり、役職ごと
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の職務分掌の明確化に取り組んでいくとともに、社内でのアルバイト、アルバイトリーダー、正社

員、マネージャーといったキャリアプランを可視化していき、また FIT-EASY オフィシャルトレーナー

をはじめ業務上必要となる資格等の取得支援を強化していくことで成長志向の従業員の成

長を支援し、より働きがいをもって働ける職場環境形成を実現していく。 

 

これらの取り組みを通じて、社員が健康的で働きがいをもって働ける職場環境を整備し、一人

ひとりの成長を促すことが可能となる。 

これらのインパクトは UNEP FI のインパクトレーダーでは「雇用」のカテゴリに該当し、社会的側

面の PI を拡大および NI を緩和すると考えられる。 

 

 

(5)インパクトニーズの確認 

① 日本におけるインパクトニーズ 

同社売上の大半は日本国内におけるものであり、国内における SDG インデックス＆ダッシュボード

を参照し、そのインパクトニーズと同社のインパクトとの関係性を確認した。 

本 PIF において特定したインパクトに対応する SDGs のゴールは、以下の 2 点である。 

「 3：すべての人に健康と福祉を」 

「 8：働きがいも経済成長も」 

 

国内における SDG ダッシュボード上では、「8」に関しては「重要な課題が残る」、「3」に関しては「課

題が残る」とされており、同社の地域における健康福祉増進に向けた取り組み、多様な人材が活躍

できる職場環境の形成に向けた取り組みなどが、日本国内におけるインパクトニーズと一定の関係

性があることを確認した 
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（出典：SDSN） 

 

 

② 岐阜県・愛知県・三重県におけるインパクトニーズ 

同社の事業活動はフィットネスジムを展開する岐阜県、愛知県、三重県を中心に行われてい

ることから、「岐阜県 SDGs 未来都市計画」、「愛知県 SDGs 未来都市計画」、「三重県

SDGs 未来都市計画」をそれぞれ参照し、三県内における SDGs 達成に向けての課題を確

認した。 

岐阜県では「誰もが活躍し生きがいを感じられる地域社会の構築」を、愛知県では「すべての

人が参画し、生涯にわたって活躍できる社会を築いていくこと、企業等で女性が活躍できる環

境をつくっていくこと」を、三重県では「誰もが参画・活躍する環境に配慮した社会づくり」を

2030 年のあるべき姿と設定し SDGs 達成に向けた課題を設定しており、同社の地域における

健康福祉増進に向けた取り組み、多様な人材が活躍できる職場環境の形成に向けた取り組

みが、岐阜県、愛知県、三重県におけるインパクトニーズと一定の関係性があることを確認した。 
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（出典：岐阜県第 2 期 SDGs 未来都市計画の概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：愛知県 SDGs 未来都市計画（第 2 期）） 
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（出典：三重県 SDGs 未来都市計画） 

③ 岐阜信用金庫との親和性 

◆「ぎふしん SDGs 宣言」 

 以下の 3 項目を SDGs 達成に向けた重点課題としている。 

 （1）持続可能な地域の経済成長のための活動 

 （2）持続可能な地域産業の基盤構築のための活動 

 （3）持続可能なまちづくりのための活動 

 

◆親和性の確認 

本件 PIF の取り組みに際し特定した同社のインパクトである「フィットネスジム多店舗展開を通じ

た地域健康増進への貢献」については、「ぎふしん SDGs 宣言」の(1)、 (3)と、「社員の雇用と

働きがい創出」については、「ぎふしん SDGs 宣言」の (2)と親和性があり、相互に協力しあうこと

で、「経済」「社会」「環境」の 3 つの側面に渡り、持続可能な開発に関する枠組みとして、良質

な効果が発生するものと思われる。 

 

以上から、本 PIF の取組みは追加性のある PI 創出支援を行うものであり、その本源的目的との

合致を確認したうえで SDGs 達成に向けた資金需要と資金供給とのギャップを埋めることを目指

すものである。 

 

  



17 

 

4．KPI の設定 

特定したインパクトの発現状況を今後も継続的に測定可能なものとするため、先に特定したイン

パクトに対し、インパクトの種類、インパクトカテゴリ、関連する SDGs、内容・対応方針および目

標と KPI を整理、設定する。 

 

■フィットネスジム多店舗展開を通じた地域健康増進への貢献 

項目 内容 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを拡大 

インパクトカテゴリ 「健康・衛生」 

関連する SDGs  

 

 

 

内容・対応方針 ・安心安全で楽しく利用できるトレーニング環境を地域社会に継続的に

提供するために、岐阜県、愛知県、三重県を中心に引き続き出店を

積極的に行う。 

・ジム会員が飽きずにいつでも楽しめるフィットネスサービス展開や、SNS

活用によるマーケティングとコミュニケーションを通じて施設の利用につな

げ、地域におけるフィットネス利用機会増加を実現する。 

目標と KPI ・2030 年 4 月期までに、新規フィットネスジム 7 店舗出店を実現し、 

15 店舗体制を達成する。 

・2030 年 4 月期までに、売上高 7 億円規模を達成する。 
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■社員の雇用と働きがい創出 

項目 内容 

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを拡大 

社会的側面においてネガティブインパクトを緩和 

インパクトカテゴリ 「雇用」 

関連する SDGs  

 

 

 

内容・対応方針 ・新店舗出店に伴う出店エリア近辺での新規雇用者の確保 

・アルバイト従業員を中心とした FIT-EASY オフィシャルトレーナー取得

の推奨、取得支援 

・役職ごとの職務分担の整理、昇進要件の設定 

・改善提案制度(表彰制度あり)の実施による働きがいの創出 

・残業時間のゼロによる継続したワークライフバランスの推進 

目標と KPI ・2030 年 4 月期までに、事業規模拡大に伴う新規雇用者を 70 名

採用する。 

・2030 年 4 月期までに、アルバイト従業員からの正社員登用者を 3

名確保する。 

・2030 年 4 月期までに、FIT-EASY オフィシャルトレーナー取得者を

10 名増加させる。 

・2030 年 4 月期までに、提案制度による７件以上の業務改善を実

施する。 

・2030 年 4 月期まで継続して残業時間のゼロを維持する。 

 

  



19 

 

5．モニタリング 

(1)ライフレにおけるインパクトの管理体制 

同社では、林社長を中心に自社業務の棚卸を行い、本 PIF におけるインパクトの特定、並びに

KPI の設定を行った。 

今後については、以下の体制を中心とした同社プロジェクトチームが柱となって SDGs の推進、本

PIF で設定した KPI の進捗管理を行っていく方針である。 

 

【モニタリング体制】 

統括責任者 代表取締役   林 伴佳 

 

(2)当金庫によるモニタリング 

本 PIF で設定した KPI および進捗状況については、同社と岐阜信用金庫の担当者が定期的

な場を設けて情報共有する。情報共有については、少なくとも年に 1 回実施することに加え、

日々の情報交換や営業活動を通じて実施していく。 

 

(3)モニタリング期間 

下記の通り融資返済期限と同一期間にて定める。 

モニタリング期間 

（返済期限） 

７年間 

（2030 年 9 月 28 日） 
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【留意事項】 

１．本評価書の内容は、岐阜信用金庫が現時点で入手可能な公開情報、株式会社ライフレ

から提供された情報や同社へのインタビューなどで収集した情報に基づいて、現時点での状

況を評価したものであり、将来における実現可能性、ポジティブな成果等を保証するもので

はありません。 

２．岐阜信用金庫が本評価に際して用いた情報は、岐阜信用金庫がその裁量により信頼でき

ると判断したものではあるものの、これらの情報の正確性等について独自に検証しているわけ

ではありません。岐阜信用金庫は、これらの情報の正確性、適時性、網羅性、完全性、お

よび特定目的への適合性その他一切の事項について、明示・黙示を問わず、何ら表明また

は保証をするものではありません。 

３．本評価書に関する一切の権利は岐阜信用金庫に帰属します。評価書の全部または一部

を自己使用の目的を超えての使用（複製、改変、送信、頒布、譲渡、貸与、翻訳及び翻

案等を含みます）、または使用する目的で保管することは禁止されています。 

 

 


